
第 2章 諸地域の生活・文化と環境 

5 サハラ以南アフリカの生活・文化と環境 

②多様なアフリカと統合への歩み（教科書 P.98～99） 

 

伝統的生活と農業／環境への適応 

▶伝統的農業 

 気候と〔   〕の影響 

  狩猟・採集→〔    〕盆地，〔     〕砂漠 

  牧畜（〔   〕）→乾燥地域 

   〔    〕地域～ケニア 

  〔   〕農業→ 

   熱帯雨林気候 

   サバナ気候 

 

持続するモノカルチャー経済／農産物輸出と資源開発 

▶植民地時代の経済： 

 〔   〕国への輸出作物栽培や鉱産資源採掘 

 ＝〔   〕産品による〔         〕経済 

 

▶農業 

 植民地時代〔          〕 

 宗主国への〔      〕 

 東部アフリカの高原〔       〕 

 ギニア湾岸地域〔          〕 

 近年 

  ヨーロッパ市場向け生鮮野菜・果物（南アフリカ共和国，ケニア，ガーナ） 

 

▶鉱工業 

ギニア湾岸…〔   〕〔        〕〔 〕〔        〕 

南部アフリカ…〔 〕〔        〕〔 〕 



南アフリカ共和国／黒人政権の誕生 

〔         〕（人種隔離政策）… 

  →世界からの批判 

  →黒人政権の誕生（〔   〕年） 

 黒人政権の誕生 

 豊富な鉱産資源の産出 

  →アフリカ経済を牽引する存在 

 

統合への新たな歩み／アフリカ連合への期待 

▶アフリカ統合へ 

 1963 年 アフリカ統一機構（〔   〕） 

 〔   〕年 アフリカ連合（〔  〕） 

 統合のための支援政策： 

 日本→〔        〕を拠出 


